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高速道路開通により時間短縮と一般道の交通環境が改善

・国道204号、(主)佐世保日野松浦
線などの一般道を利用していた交
通が西九州自動車道を利用するよ
うになり、各路線の交通量が約２～
３割減少し、渋滞緩和が図られた。
【図２】

・バス利用者の多い大野バス停での
バスの遅れ時間が減少し、５分以
上遅れるバスの割合が３１％から１
４％に減少するなど、バスの定時
性が向上。【図３】

住民生活
地域社会

住民生活
地域社会④交通の円滑化④交通の円滑化 長崎県長崎県 西九州自動車道（佐世保道路・佐々佐世保道路）・平成２２年３月２０日開通西九州自動車道（佐世保道路・佐々佐世保道路）・平成２２年３月２０日開通

（位置図）

■バスの定時性の向上 【図３】

▲バスの遅れ時間割合
（大野バス停）

開通前

N=209

●調査概要
・バス停到着時間を観測し、時刻表と比較
・観測時間：7:00～19:00（平日のみ）

■開通前後における交通量の変化 【図２】
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■開通前後の所要時間の比較 【図１】

相浦中里地区⇒佐世保市中心部
（相浦中里IC入口⇒佐世保中央IC入口交差点）

※開通前：平成21年11月12日(木)、開通後：平成22年4月21日(水)
※西九州自動車道：国土交通省の交通実態調査

国道204号、(主)佐世保日野松浦線：開通前は国土交通省、
開通後は長崎県の交通実態調査

開通後

N=198

■生活環境・交通安全性の向上 【図４】

【相浦中里地区～佐世保市中心部ルート】

開通前
ルート

開通後
ルート

※開通前
平日：平成21年11月12日（木）
休日：平成21年11月8日（日）

※開通後
平日：平成22年4月21日（水）
休日：平成22年4月25日（日）

N=134

▲混雑回避のため住宅街などの
生活道路へ流入する機会の頻度

●調査概要
・佐世保市内のタクシー会社５社のドライ

バーを対象にアンケート調査を実施

・相浦中里地区から佐世保市中心部間の所要時間が半分以下
に短縮。【図１】

・タクシードライバーの約９割が一般道の混雑緩和により生活道
路を抜け道として利用することが少なくなったと回答しており、住
宅街などでの生活環境・交通安全性が向上した。【図４】

（位置図）
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